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はじめに
中華人民共和国の成立（1949 年）以降、マルクス主義の下で、「迷信打破運動」（1952 ～ 1953
年）や文化大革命（1966 ～ 1976 年）などの運動が行われてきた。これらの運動によってあらゆ
る民間の信仰活動は「迷信」とみなされ、宗教施設は破壊され、信仰活動は弾圧された。しかし
改革開放（1978 年）以降、経済の自由化に伴い、「迷信」は伝統文化や民族文化として再評価さ
れるようになり、「民間信仰」（1）に変身した。民間の信仰活動はこうした背景の下で復活するよ
うになった。しかし民間信仰は時代の変動の中、いかなる復活の過程をたどったのか。廟の再建
Journal of Living Folklore 4（May 2012）
胡  　  艶  紅  *
HU  Yanhong
現代中国における漁民信仰の変容
―太湖流域の蘇州市光福鎮漁港村の事例から―
Copyright © 2012 by The Society of Living Folklore
* 筑波大学大学院人文社会科学研究科
The Transformation of Religion of Fisherman in Modern China
The Case of Yugang Village Guangfu Town 
Suzhou City of the Lake Tai Basin
In the past a lot of fishermen in the Lake Tai basin in China lived perma-
nently on their boat, and had almost no contact with the peasants on the land. As 
a result, a unique religion of the fishermen was formed. After the establishment 
of P.R.China in 1949 however, the government made a series of reformations on 
them, and their religion were forbidden. Since 1970, as a result of the “Settle down 
policy,” they started to live on the land, and the relations with the peasants in the vi-
cinity became more intense. Since the reform and opening-up policy in 1979, their 
religion begun to revive. In this article, through the comparison of the religious ac-
tivities of the fishermen before the establishment of P.R.China and after the reform 
and opening-up, the transformation of their religion and the effects of Xiangtou ( 香
頭 ) who exert the religious function on the transformation will be demonstrated.
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については、正式に認められた宗教名義を冠すること［謝 2001］や「双名制」［高 2006］、「借名
制」［王 2008］、無形文化遺産認定［岳 2008］など政府に承認される方策が巧みに運用されてきた。
また廟の再建や廟会の主催などの信仰活動の背後に、地方政府、知識人、地域エリートなどの相
互協力［高 2006］、宗族勢力［王 1997］などの力が作用していたことも明らかにされてきた。以
上は中国の各地の農村社会で見られる現象である。それに対して、本稿でとりあげる、従来船上
で生活していた漁民たちは、農村社会と比べると、農村のような族譜や祠堂、共同財産を持つ宗
族は存在しておらず、知識人やエリートも少なかったと思われる（2）。また、かつて漁民たちは
水面で操業していたため、陸上の世界と殆ど関わっていなかった。しかし 1960 年代後半からの
漁業に対する社会主義改造に伴う「陸上定居」政策によって、漁民は定住するようになった。定
住した漁民の生活は大きく変化したことが推測できるし、また、漁民の信仰にも影響を与えたと
考えられる。そのため、中国の各地で民間信仰が復活している現状において、定住した漁民社会
では、民間信仰の実態がどのようなものなのか、民間信仰の復活にはどのような力が作用してい
るのか、これらを明らかにすることによって、定住化した彼らの社会の変容も一層明確にするこ
とができると考えられる。
太湖流域には、太湖や長江、及びそれにつながる無数の河川が分布している。そこにはかつて
船上で生活して漂泊しながら漁をしていた漁民が多くいたため、中国の江南地域の基層社会の一
部としての漁民社会は見逃すことができないと思われる。しかし太湖流域の漁民社会についての
先行研究は、管見では民俗学での陳俊才の研究［陳 1992; 1995］と歴史学での太田出の研究［太
田 2007; 2009］のみである。陳の研究は、主に 1949 年建国以前、漁民が船上で生活していた時
の信仰活動の記述を行っている。太田の研究対象は主に小木船に住居し、1 つの核家族が 1 隻の
船に住居していた小型漁船漁民である［太田 2007b: 125］。太田は 1949 年以前における漁民の信
仰組織の「社」「会」から、漁民社会における「共同性」の問題を検討した［太田 2007a］。これ
らの漁民は山東省・江蘇省北部から移住してきた人々であり、彼らの「社」の結合の在り方につ
いて、太田は移住する前の地縁的な結合が主要な紐帯となっていると論じた。そして、現代の漁
民の信仰活動に対して太田は信仰の復活なのか、或いは信仰の「再構築」というべきなのかとい
う問題を提示した［太田 2005］。しかし太湖周辺では、移住した漁民よりも、蘇州や常州出身の
在地の漁民のほうが多数派である。にもかかわらず、在地漁民の信仰活動、特に太湖中央で漁を
行い、陸地と殆ど関係していなかった、帆柱が 7 つある大型漁船の在地漁民の信仰活動を詳しく
論じたものは、現段階では見当たらない。
以上の先行研究をふまえた上で、本稿では、太湖流域の漁民社会における民間信仰の実態を明
らかにするために、在地の大型漁船漁民を対象にして、過去と現在の信仰活動を比較し、いかな
る違いがあるのか、現在大型漁船漁民の信仰はいかに再構築されたのかといった問題、及びその
背後に見られる漁民社会の変容を考察する。
１．太湖流域における漁民の概況
太湖は琵琶湖のおよそ 3 倍の面積を持つ、中国第 3 の湖である。長江のすぐ南に位置し、長江
と水路でつながっている。『太湖漁業史』［江蘇省太湖漁業生産管理委員会 1986: 53］によると、
太湖流域の漁民には 4 種の由来があると言われている。第 1 種は代々太湖に住んでおり、長い歴
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史を有する漁民である。これらの漁民は帆柱が 7 つある大型漁船を持っていた。第 2 種は帆柱が
5 つある大型漁船を持ち、従来山東省、河北省の海辺で漁業をし、清末から太湖に定住した漁民
である。第 3 種は民国期から建国までに、江蘇省の北部や山東省から移住してきた漁民である。
彼らは太湖漁民の約 1 割を占め、主に小さな船で太湖の東岸で操業していた。第 4 種は 1949 年
前後に農業から漁業に転業した人々である。このうち第 2 種と第 3 種の漁民は太湖に移住してき
た漁民であるため、その信仰は移住する前の特徴を保っていると考えられる。第 4 種の漁民は農
業から転業した人々であるため、以前の信仰を継いでいる可能性も高い。それに対して、第 1 種
の漁民は何百年にもわたる歴史を有するため、太湖流域に独特な漁民信仰を形成してきたと考え
られる。従って、本稿は第 1 種の在地の大型漁船漁民に注目したい。第 1 種の大型漁船漁民は現
在殆ど蘇州市光福鎮漁港村（図 1、筆者作図）に居住している。
漁港村は太湖東岸に位置している。以前
白浮山という島だったこの地域は 1970 年
代政府の「陸上定居」政策によって埋め立
て工事が行われ、陸地とつながる半島にな
り、湖中・湖勝・湖豊という 3 つの漁業大
隊の大中型漁船漁民がこの土地で定住する
ようになった。現在では 3 つの漁業大隊が
合併され、漁港村となっている。しかし、
第 1 種の大型漁船漁民は殆どかつての湖中
に集中している。湖勝・湖豊には 3 つの帆
柱の中型漁船漁民が多い。現在漁港村の人
口は 4,718 人、1,365 世帯である。1999 年
の統計によると、湖中大隊の人口は 2,858
人、828 世帯であり、湖勝大隊、湖豊大隊
の人口と世帯数はそれぞれ 1,185 人、310
世帯と 761 人、183 世帯である［太湖鎮誌
編纂委員会 未刊］（3）。第 1 種の大型漁船
漁民は、自分の祖先は太湖近くの蘇州・常
州出身のものと言っている。つまり太湖流
域の在地の漁民だということになるが、蒋
姓、陸姓の漁民が最も多い。
また、本稿で対象となる「漁民」はかつ
て漁に従事しながら家族で船に暮らしていた人々、いわゆる「連家船漁民」（4）である。ここでは「漁
民」と略称する。しかし、「陸上定居」の政策によって、1970 年代から彼らは陸上に定住するよ
うになった。また、改革開放以降は、工場や会社に勤める彼らの子孫や転業した人も少なくない。
現在の生活のありかたからみると、彼らは「漁民」ではないが、大きな変化を受けながらも先代
が船上で生活していた時の慣習を今も受け継いでいる事から、本論の研究対象に加えたい。
図 1　研究対象地域概観図
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２．建国以前の信仰活動
建国以前、漁民社会において最も多く行われた信仰活動は「焼香」と「賧老爺」であった。「焼
香」とは寺廟に赴いて神々に線香を上げて跪拝することである。建国以前、漁民たちは殆どが太
湖中央に位置する平台山の禹王廟（主神：禹王）、太湖周辺に位置する浙江省嘉興の劉王廟（主神：
猛将）、浙江省湖州の興華廟（主神：黒虎大王）、蘇州元山の廟（主神：王老爺、五老爺）等の廟
に焼香に行っていた。
また漁民は神を「老爺」と呼び、神に供え物をして祀ることを「賧老爺」と称する。漁民の考
えでは、太湖周辺には 36 の衙門（官衙、廟を指す）と 72 の廟という数多くの寺廟があるが、そ
こにある神をすべて祀る必要があると言う。実際にそれだけの廟が本当に存在したのかは実証で
きないが、漁民が太湖周辺の多くの神を信仰していた事実は確認できる。
賧老爺に関しては、陳［陳 1992］の記述が詳細である。以下はその記述に基づき聞き書き（5）
を加えてまとめたものである。建国以前の漁民の信仰活動では主に「香社」という漁民集団を単
位とするもの、4 隻共同作業の船という「一帯」を単位とするもの、各家を単位とするものの 3
つが見られた。各家を単位とするものは、定期的に行われる祭祀と、祝い事や病気の場合など臨
時的に行われる祭祀に分けられる。
香社は農村社会と同じように、声望の高く、焼香の活動に熱心な「香頭」がそのリーダーになっ
ていた。香頭は香社員である「香客」を組織して、焼香に行ったり、廟会に参加したりする。建
国以前の太湖漁民における香社の数は 20 にものぼった（6）。これらの香社は多くが「紅三教」と
いう民間の宗教結社との関係を持っていた。紅三教の主な活動は、成員を組織して焼香に行った
り、定期的な廟会に参加したりすることであった。また紅三教には神漢、巫婆、仙姑などの宗教
職能者がおり、巫術で病気を治療していた。2 ～ 3 種以上の巫術ができる神漢は「僮子」と称さ
れ、死ぬと「先鋒」になる。「先鋒」は賧老爺の際に最も下位の神として他の神と一緒に祀られる。
1961 年、紅三教は反動会道門と認定され、政府に取り締まられた（7）。同時に、各香社の組織も
解散することになった［江蘇省太湖漁業生産管理委員会 1986: 67］。
陳によると、湖中大隊の大型漁船漁民は当時 20 ほどあった香社のうち「新宮門社」という香
社に所属していた。新宮門社は 1936 年に組織されたが、当時は、7 つ帆柱があり、積載トン数
が 60 トン以上の漁船が 77 隻所属していた。1952 年に組織は解散した［陳 1992: 89］。
1936 年に組織されてから、「新宮門社」の社首は主に蒋姓の漁民によって担当されていた。社
内の陸姓の漁民によって、平台山の禹王廟が増築され、また、当時の国民党政府官員によって贈
られた「天下第一山」の扁額が廟に掛けられていた（8）。筆者の調査では、新宮門社の主な活動
は清明節と旧暦 10 月 5 日に行われる「禹王祭」、浙江省の劉王廟等の廟会への集団祭祀であった。
（１）香社で行う祭祀
香社の集団で行う平台山禹王廟の祭祀は清明節と旧暦 10 月の 2 回である。清明節の禹王祭の
儀式は主に各香社の香頭によって組織され、7 日間も続いた。最初の 3 日間は祭祀を行い、次の
3 日間は京劇をして、酬神（神に謝礼）する。最終日は神像をかついで平台山を巡行する。各香
社は広場で「香棚」を建て、中で神禡（神像が描かれた赤い紙）、線香、蝋燭、供え物を用意する。
各社の香客は殆ど家族総出でそこに参拝する［陳 1995: 156-157］。また、旧暦 10 月 5 日には保長・
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甲長（9）・香頭等を中心に平台山禹王廟で祭礼が行われた（10）。その時参りに行かない漁民からも
香頭によって経費が徴収された。
これらの禹王の祭祀儀式では、神の前にも祭壇を設えて供え物を用意し、民間宗教職能者の太
保先生が司会をして神歌を歌う。「発符」（神を招請する）、「請神」（神を迎える）、「宴神」（或い
は「酬神」と呼び、神を招待する）、「送神」（神を送別する）という手順で儀式が行われた。神
歌とは神を招請する、迎える、招待する、送る言葉を歌の形で唱えるものである。神を招待する
時間が最も長く、その間各神の由来や事績が歌われる。神はこのような歌を聞くと喜ぶとされて
いたのである。禹王祭の場合は、必ず禹王治水の事績が歌われた（11）。禹王の他に、玉皇、観音
等の神歌も神の序列に従って歌われた。さらに、上述の先鋒の名前も呼ばれて迎えられる。
平台山禹王廟の他に、漁民は浙江省嘉興の劉王廟の廟会にも香頭によって組織されて行ってい
た。劉王は「猛将」とも呼ばれ、その信仰は江南デルタで古くから根強く存在している。清明節
前後、嘉興周辺の海塩、上海、蘇州、無錫、常州などから、それぞれの香社に属する漁民が集まっ
て参拝に来るが、これは「網船会」と呼ばれた。数隻の船が並び香棚が建てられ、そこに供え物
を用意する。劉王の神像が巡行する時は、劉王を香棚に招いて祀って陸に送る。清明節の前後で
ある同じ日に平台山の禹王の廟会があるため、1 戸につき 1 人が代表して祀りに行った。
（２）「一帯」で行う祭祀
通常、大型漁船は各船や 2 隻の船で操業するが、秋から冬にかけては、船の速度をあげて、大
きい魚をとるために、4 隻の船で共同操業した。4 隻の船の船主は親族であることが多かった。
ただ、共同操業の条件として、船同士が同等の質、大きさを有していることが要求されるが、必
ずしも親族である必要はなかった。このように自発的に編成された 4 隻の船の単位「帯」として、
共同で祭祀を行うのは、禹王廟への祭祀と 1 年のサイクルで船上で行う各種の賧老爺であった。
禹王廟への祭祀は「上 」と呼ばれ、旧暦 1 月 8 日～ 15 日の間に行われた。これは一帯の共
同祭祀の中でも供え物が最も多く準備され、盛大に行われる祭祀であった。一帯の船主は共同で
出資し、豚 1 頭、羊 1 頭、7 つの豚の頭、8 本の豚の足、7 羽の鶏、7 匹の干した鯉等、又は大量
の神禡、線香、蠟燭等を用意する。彼らは船で平台山まで航行し、祭祀の順番を待つ。途中で漁
業をすることはできない。祭祀の順番になると、供え物を廟の中に運び、祭壇を設える。太保先
生には祭壇の前で神歌を歌ってもらう。祭祀が終わった後に、供え物の一部分は廟に施す。残っ
たもので、4 隻の船の家族、乗組員と共に 3 日間の宴会を行う。最後の食事は最も豪勢で、次の
祭祀の順番にあたる一帯の主な祭祀者を招いて一緒に食事をする［陳 1992: 93］。
この祭祀は供え物を用意するため、かなりの財力が必要なので、経済的に裕福な船主だけが行っ
た。多い場合は 11 帯の船が祀りに来たが、少ない場合は 5 ～ 6 帯の船だった。
また、「上 」はちょうど正月の漁の閑散期でありながら、1 年の始まりの頃でもあった。こ
の時期 4 隻の漁船が調整して新たな一帯になったり、乗組員が雇用主を変えたりした。このよう
な祭祀活動は労働市場を提供し、また、親族や友人を訪問する機会も提供した［陳 1992: 100］。
1 年のサイクルで船上で行われる賧老爺の際には、4 隻の船を並べて船で祭壇を設ける。太保
先生が司会をして、禹王廟で行う手順のように、発符、請神、宴神、送神の順番で儀礼を進める。
この時の太保先生は、家族のなかで文字が読める漁民が担当し、脚本によって神歌を歌う。以前、
太湖にあった約 100 隻の大型漁船のうち、60 隻の漁船に神歌を歌える漁民がいた。年間に行わ
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れる賧老爺が多かったため、家族成員の内に歌える者がいれば便利だったのである。祭礼の後は、
各船主及び家族、乗組員など総勢 30 人～ 40 人で供え物を食べて宴会をする。祭祀経費は 4 隻の
船で等分される。このような祭祀は 1 年に 3 回ほど行われる。まず旧暦の 9 月～ 10 月の間に、「春
網利市」と呼ばれる儀礼で豚 1 頭を供え物にする。そして、旧暦の 10 月になると「早出利」（「早
得利」とも呼ぶ）と呼ばれる儀礼で同じく豚 1 頭を用意する。この場合は船で祭祀するだけでな
く、平台山禹王廟にも参拝に行く。また、冬至前後のある 1 日は「接太保」と呼ばれ、豚と羊そ
れぞれ 1 頭、鶏と豚の足 2 つずつを供える。各祭祀活動で歌う神歌は殆ど同じである。豚肉は祭
祀活動における大きな支出であった。実際漁民は普段豚肉を食べる機会が少なく、船主は祭礼の
場を借りて乗組員に豚肉を振る舞った。
（３）各家（12）で行う祭祀
１）定期的に行う行事
清明節の後は魚が少なくなり、漁撈活動もそれほど行われず、時間に余裕ができたため、「過
長年」（「春長年」とも呼ぶ）という祭祀儀礼が行われる。秋は最も魚が採れる裕福な時期である。
この時期に「焼路頭」（「秋路頭」とも呼ぶ）（13）が行われた。祭祀の仕方は上述の一帯の場合と
殆ど同じである。ただ家ごとの祭礼のため、供え物は少ない。裕福ではない漁民は「過長年」と
「焼路頭」を同じ日に行った。供え物を使い回せるからである。「過長年」と「焼路頭」は漁期前
と収穫後に行った。神への大漁の願いと大漁後の感謝の意味を含んでいたと考えられる。
また、正月には「賧家堂老爺」（「賧家堂菩薩」とも呼ぶ）という祭祀が行われた。通常、農村
では「家堂」が祖先を意味する語であるが、大型漁船漁民の間ではそれが「老爺」（神）の意味
で使われる（14）。大晦日に家堂を祀って、神に供える酒杯を 1 回祭壇から撤去して、また祖先に
供える酒杯を置く。家堂は 24 人の老爺の像が描かれた布の軸、或いは神の像を刻んだ木の板で
ある。かつて漁民は大晦日におおよそ午後 4 時頃まで漁を行い、4 時から家堂老爺を祀った。そ
の後祖先を祀る。祖先の位牌はなく、酒杯の数は祖先の人数を表すものだった。
２）臨時に行う行事
①祝い事の儀礼
定期的に行われる信仰活動の他に、漁民は結婚式や船の新築など祝い事がある場合にも船で賧
老爺を行っていた。結婚式には 3 日間かかる。最初の日は「敬神」として、神を祀る。次の日は「祭
祖」として、祖先を祭る。最後の日は「拝堂」する（15）。「敬神」の場合、普段の賧老爺の行い方
と同じように、太保先生は請神、宴神、送神の手順で神歌を唱える。この場合、必ず「太母求子」
の神歌が歌われる。新郎は祭壇の前で太保先生と共にそれぞれの「老爺」を迎えて送る。
船が新築された際にも船首で賧老爺を行った。船首で供え物を用意して、「南北四朝老爺来喝
杯紅酒」（南北四朝の老爺、赤い酒を飲みに来てください）と書いた赤い紙を焼いた後に神を祀
る［陳 1992: 107］。この時先行研究には太保先生への言及は見当たらないが、聞き書きによると、
この時も太保先生が神歌を歌ったという。
②「看病」の治療儀礼
大型漁船漁民の日常生活においては、病気になった場合、上述した巫術ができる「僮子」に頼
んで、治療儀礼を行ってもらっていた。建国以前、大型漁船漁民の間には、僮子はかなりおり、
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中でも有名な僮子は 6 ～ 7 人いた。また、家族内のみで看病する僮子も何人かいた。多数の僮子
は「靠身老爺」を持っている。僮子は 1 人の神の弟子になり、「篤笤」（16）を通してその神と交流
することができる。場合によってはその神は僮子の体に憑依する。その神は僮子の「靠身老爺」（と
りついた神）という。漁民の考えでは、病気の原因は、神や祖先が妨害するからだ。病気の理由
を知らずに、対処しないと、薬を飲んでも治らない。治療の場合、まず「篤笤」を通して「靠身
老爺」に誰が妨害しているのかと聞く。妨害している神或いは祖先を見出すと、「靠身老爺」を
通して、どのように対応すればいいのかと尋ねる。解決方法の殆どは、妨害している神や祖先に
供え物をして祀ることである。看病によっては現金ではなく、アヘンやお菓子、衣服などをもらっ
ていた。廟会の場合、香頭の役割を果たした僮子もいた。
以上、建国以前の大型漁船漁民の主な信仰活動を明らかにした。個人的な焼香活動の他に、香
社の集団を単位として廟会に参加する、4 隻の船や各家を単位として定期的に神を祀る、祝い事
や病気の場合で祭祀を行う、という 3 通りの祭祀の仕方が見られることがわかった。
このような頻繁な信仰活動からも、漁民にとっての信仰活動の重要性が窺える。漁の危険性が
高いため、安全や大漁の祈願は当然のように行われ、さらに、結婚、船の新築、病気の治癒等生
活における祝い事や不幸な事などあらゆる事が神と関わっていた。また、漁民は太湖周辺のあら
ゆる神を信じていた。神を迎える神歌では、上・中・下の 3 界の約 100 以上の神の名前を呼んだ。
また、状況に応じて神を選んで祀った。つまり、神の力もそれぞれで、霊験は機能分化している
のである。陸地の住民と比べて、漁民の信仰対象には特徴的な禹王信仰も見られた。禹王への祭
祀は最も多く、盛大に行われた。太湖流域の漁民信仰は江南地域において、独自の信仰の形態を
有していたのである。
漁民の信仰活動には香頭、太保先生、僮子などの宗教職能者が見られた。これらの宗教職能者
はすべて漁民出身であった。香頭は主に焼香活動や廟会を行う時、香客を組織し、経費を集め、
祭礼のやり方を指揮し、一香社の代表として廟と直接連絡する。太保先生は廟や船で祭礼を行う
際、神歌を歌い、司会者になる。僮子は神と交流して、巫術ができ、主に治療儀礼を行う。一部
の僮子は廟会の時、香頭の役割も果たした。ここで注意すべきは、廟会の場合、太保先生は定め
られた者であるが、他 4 隻の船や家を単位とする祭祀では、家族成員や親族の内、神歌が歌える
者が太保先生になり、司会をするということである。また多数の僮子も家族内のみで治療儀礼を
行う。このように、信仰活動が頻繁に行われその度に、陸上の宗教職能者を招くことには困難が
伴うため、自社会内における宗教職能者が育成されてきたと考えられる。
こうした信仰活動を通して大型漁船漁民の社会関係も窺えるだろう。新宮門社の香社は大型漁
船漁民全体の信仰組織として、廟会の場合に上述した他の 3 種の漁民と区別されていた。また、
共同で祭祀を行う一帯という 4 隻の船においては、親族の船が多かったため、血縁の繫がりも見
られる。さらに、宗教職能者も家族や親族の一員であった。このように、信仰活動からは大型漁
船漁民社会における血縁的な繫がりを見出すことができる。
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３．建国から改革開放までの信仰活動
この時期、漁民の信仰活動は政策によって中断されたものが多い。ここでは『太湖漁業史』［江
蘇省太湖漁業生産管理委員会編 1986: 59-62; 100-101］に記載された政策の移り変わり、また筆者
が档案館での資料調査で新たに見出した関連する档案資料を参照しながら、聞き書きによるデー
タを加えて論じていく。
（１）生産様式の変化
建国以前の生産様式に関しては、1930 年『工商半月刊』［江蘇省太湖漁業生産管理委員会 
1986: 100］の記事によると、「漁民は殆ど家を単位として漁をする。……毎年正月に対船（共同
操業する 2 隻の船）を組織する。経営の形式は合資と独立経営の両方である。合資の場合、利益
は各家で等分する。独立経営の場合、船主は 1 年間の費用を出し、全年の利益の 30％をもらい、
他の 70％は共同で働く『伙友』が所有する。また漁夫を雇用した船主は、漁夫に飲食を提供し、
漁夫 1 人に毎年 40、50 元の給料を払う。利益を得ると、75％は船主が所有、漁夫は 25％をもらう」。
また、上述の建国以前の信仰活動での一帯の 4 隻の船で共同操業する生産様式も見られた。
1953 年から、政府は漁民に対して、農民に対する「社会主義改造」に相当する生産手段の所
有、生産様式などの「改造」を行った。まず農民と同じように、漁民も「互助組」の形で組織さ
れた。船や漁具などの生産手段は個人所有だったが、漁は共同、もしくは個人の行う両方の形が
あった。その後は、1955 年「初級合作社」として組織され、漁具は折価（金銭に換算）して株
式化され、社の全体共同で使用、管理されるようになった。すなわち労力と漁具によって配当金
が分けられたということである。間もなく 1956 年から「高級合作社」が設立され、漁具は折価
して社が所有するものになる。この時期の分配は「多労多得、按労分配」によってなされた。そ
して、4 隻の船という操業単位が、従来の自発的編成から、強制的に指定されたものへと変わった。
1958 年には大躍進政策に基づき、人民公社が設立され、年齢や男女によって、毎月 3、5、7、10
元の 4 つのレベルで規定された分配方法で生活費が交付された。また、全ての太湖漁船は太湖東
山に集められ、「太湖漁場」となり、軍隊のように編成された。
1960 年から、太躍進政策への反省を経て、「四定一奨賠」、すなわち「定産量、定生産額、定
コスト、定工分」に従って金額が分配されるようになった。これは、人民公社における社員の労
働報酬の計算単位、労働点数によって分配するものであった。これは長続きしなかったが、1966
～ 1976 年の文化大革命になると、「政治思想」の基準で「大寨式評分」という分配方法が行われ
るようになった。また、共同で操業する乗組員を船主の意志で選ぶことができなくなり、船主た
ちが自分の船を使って漁をすることもできなくなった。すべての労働力は上の幹部の思惑によっ
て統一的に各船に派遣され、以前は各船の家族と船主が選んだ乗組員によって構成されていた生
産様式はますます乱されていった。
以上のように、1953 年から文化大革命まで、互助組や合作社が組織されたことによって、一
帯という 4 隻の自発的な船の単位で操業する生産様式は失われていった。さらに、文化大革命中
の労働力の派遣によって家族単位の基本的な生産様式も変わった。また、船主と乗組員は労働力
の点数によって給料がもらえるようになり、特に文化大革命中、「政治思想」という基準で労働
点数が評価されたため、船主と乗組員の雇用関係もなくなってしまった。
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こうした政策は信仰活動にも大きな影響を与えた。1953 年からの「改造」によって自発的に
編成された 4 隻の船の生産様式が失われ、4 隻の船で行う賧老爺も行われなくなったのである。
1958 年には大躍進政策によって各船は軍隊のように編成され、各家の祖先祭祀も禁じられるよ
うになった。さらに文化大革命中、家を単位とした生産様式もなくなり、各家で行うあらゆる祭
祀活動もなくなっていった。
（２）信仰活動に対する弾圧
1965 年から「加速連家漁船社会主義改造」、略称「漁改」が始まった［江蘇省太湖漁業生産管
理委員会 1986: 61］。それに伴い、階級闘争（17）、陸上定居が同時に行われた。階級闘争も農民に
対する方法が参照され、生産手段を多く持つ者は資本家、何の生産手段も持っていない者は労働
者と認定する基準が使われ、階級区分がなされたが、大型漁船の船主と乗組員の階級の区分はそ
の基準通りに行うことができなかった。いわく、「調査によると、大船漁民は 50 ～ 60 トンの船
と 3 種の大きな網を持っている。普段 2 ～ 4 人の労働者を雇用している。乗組員と船主（労働者
と資本家）の間には激しい闘争が存在している。しかし、これらの船主（家族も含まれている）
は自らも労働している。一部の船主は主要な労働者である。彼らは資本主義工商家に類似し、又
は農村の富農にも類似する」（18）。漁民の間の階級の区分は複雑だったが、船や漁具を多く持っ
ている船主は資本家、何も持っていない乗組員は労働者（工人）と認定しようとしたが、現実の
漁民のあり方は複雑すぎたため、階級区分として認定することはできなかったのである。
この時期、会議が頻繁に開かれるようになった。1 か月に工人会、船主会、青年会の 3 回の会
議があった。また 3 か月に 1 回、婦女会が開かれた。積極的に会議に参加するのは工人だった。
会議に参加すれば、会議中漁業を行わなくとも給料を受け取ることができることがその理由の 1
つであった。工人にとっては会議に参加するのは楽しいことだったが、船主にとっては、労働力
が減るため、好ましいことではなかった。工人は船主を監視する役割も果たした。「迷信」活動（「看
病」や焼香等）を行うと、会議で報告されることもあった。上述の生産様式の変化によって船主
と工人の雇用関係が変わったが、それだけでなく、工人は積極的に会議に参加し、「迷信」活動
を幹部に報告することもあり、さらに漁民の幹部を務めることもあった。
ただ、階級闘争は必ずしも順調には行われなかった。その理由の 1 つとして、「封建迷信」が
強かったことが挙げられる。殆どの漁民は信仰に関わり、お互いに同郷、親族の関係だったため、
階級闘争をしなかったのである。いわく、「階級敵人は同郷、親戚、教徒等の関係を使って、封
建宗教、迷信、邦会の統治を利用して、大衆を籠絡している。例えば、呉県太湖公社の湖中大隊
では、100 戸の船主の内 70 戸の船主は親戚である。少数の姓を除いて、総て蔣姓、陸姓の天下
である。96 人の雇用労働者の内、22 人は殆ど船主の婿になった。また宗教の統治の問題は深刻
である。……漁民は殆ど紅三教……を信じている」（19）。この資料から見ると、湖中大隊は 1968
年には呉県太湖公社に属していたようである。当時の湖中大隊にはおよそ 100 戸の漁民がいた。
1 戸につきほぼ 1 隻の船があったため、これは聞き書きによる「当時湖中大隊がおよそ 100 隻の
船を持っていた」という話とも一致する。100 戸の中 70 戸が親戚、具体的には双系的親族関係
にある。また、96 人の雇用労働者の内、22 人は船主の婿となっている。さらに、かつては大型
漁船漁民社会内部の通婚が多かった。大型漁船漁民社会はこうした親族関係によってつながって
いることが窺える。さらに、このような関係にある漁民は殆ど紅三教と関係する新宮門社に属し
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て信仰活動を行っていたため、漁民の自発的な階級闘争は行われにくい、と政府は認識した。こ
うした認識を踏まえて、政府は漁民全体を掌握するのは困難と考え、かわりに、「封建迷信」活
動を続ける宗教職能者を特に強い闘争の対象とした。
政府は階級闘争を通して、信仰活動を組織する宗教職能者、団体を見出した。いわく、「迷信
頭子（宗教職能者）5 名を発見した。例えば迷信頭子の金○○は解放前から、迷信で人を欺いて
いた。文化大革命中、……○○大隊では階級闘争の学習班を通して、薛○○を首謀者とする封建
迷信団体を救った。薛○○は迷信頭子の衣鉢を継ぐだけではなく、7 人の弟子もいる。常に大隊
で迷信活動を行い、鬼神を演じてお金を詐取する。また看病で香灰を使って3人の命を奪った」（20）。
このように、香社の信仰組織は階級闘争を経て解散させられた。香社のリーダーであった香頭、
祭祀の司会者の太保先生、病気の治療儀礼ができる僮子は最も強く闘争の対象となった。
また、文化大革命中には、全ての廟が政府によって閉ざされた。しかし平台山は湖の中心にあり、
他人に知られていなかったため、こっそり平台山の禹王廟へ焼香する活動が絶えなかった。1962
年に禹王廟は呉県太湖公社によって取り壊され、その場に灯台が建てられた［陳 1995: 154］。し
かし、廟がないにもかかわらず、廟の旧跡で焼香する漁民もいた。
以上のように、この時期政府の厳しい政策により、香頭、太保先生、僮子等の宗教職能者は闘
争を恐れ、信仰活動をやめることとなった。さらに、廟門が閉ざされ、漁民が焼香に行く場所も
なくなった。この時期の漁民の信仰活動は殆ど停止せざるを得なかったのである。
以上、この時期様々な政策によって、漁民の生産様式は大きく変化し、生産様式に基づいた信
仰活動もできなくなった。一方、信仰活動に対して、政府の弾圧政策も行われ、宗教職能者は信
仰活動を行わなくなった。さらに、工人が上に報告する可能性があるため、船主の各家の信仰活
動もできなくなった。
４．改革開放後の信仰活動
（１）陸上定居
1971 年から太湖の埋め立て工事が始まった。漁民は大漁期以外には、漁をやめて毎日埋め立
て工事のために働いた。1973 年には埋め立て工事が終了し、1974 年から政府によってそこに家
屋が建造された。1978 年頃からそこに漁港村の人々が定住していった。原則的には 1 世帯に 1
つの家屋が分配された。定住した直後、彼らは魚の養殖や蜜柑、桑の栽培、稲作などに従事させ
られた。しかし漁民は農業に不慣れなためうまくいかなかった。1980 年代改革開放以降、1 戸当
たり 600 元が政府に支払われ、家屋は私有化された。そして、漁船や漁具は漁民に返され、漁民
は再び各家で漁を行うようになった。魚が自由に販売できるようになって、金銭を稼ぎやすくなっ
た。加えて、この時期各船に動力機械がとりつけられ、1 隻の船に 2 人～ 3 人の労働力で済むよ
うになったため、一家の兄弟は殆ど船を作ったり、購入したりして分家した。そして、従来 1 隻
の船で兄弟を中心にして操業する生業形態は 1 組の夫婦を中心にした生業形態に変わった。
（２）現在の焼香活動
改革開放以降、信仰活動に関する政策も緩和され、漁民の信仰活動はさらに活発になってきた。
特に近年各地域の寺廟が観光化されるとともに、漁民の焼香活動も盛んになってきている。この
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ような焼香活動は香頭によって組織される場合が多い。現在漁港村にはおよそ 12 人の香頭がい
る。その一部は焼香活動を組織するだけであるが、巫術的なものができる香頭もいる。それぞれ
の香頭の組織により、1 年間に焼香に行く廟、焼香の回数、経費は異なる。香頭は各家によって
任意に選ばれる。しかし、いったん決まると、固定化する傾向が強い。焼香に行く際は、各家が
代表 1 名を出す。費用も家を単位として徴収される。以下では 2 人の香頭を事例にして、現在の
焼香活動の実態を明らかにする。
①蒋姓の香頭（男、1935 年生まれ）は漁民出身で、湖中大隊の書記を務めたこともある人である。
1992 年から香頭として活動を始めた。当初彼は焼香に熱心であったため、周囲の親族も彼にし
たがって焼香に行った。蒋は焼香の時間・場所の連絡、バスの予約、経費の収集のみを行った。
初めの頃、参加者は親族が 20 人だけであったが、現在は 50 戸ほどの香客がいる。親族の親族・
知人・友人が増えたのである。蒋は香客を連れて、主に建国以前から漁民が参詣していた浙江省
の嘉興の劉王廟、浙江省の湖州の興華廟、蘇州元山の廟、平台山の禹王廟を訪れる。焼香活動は
1 年につき 2 回組織される。これには経費がかからないため、香客が増えた。
筆者は 2010 年 8 月 8 日に蒋香頭によって組織された焼香活動を観察した。漁港村湖中大隊の
約40人、主に蒋香頭の親族や知人が朝5時に村の道路に集まり、事前に予約したバスで焼香に行っ
た。かつては船で行ったものである。漁民は元宝（紙銭のようなもの）、蠟燭、線香などを用意した。
蘇州光福鎮漁港村から出発して浙江省の嘉興の劉王廟、浙江省の湖州の興華廟、蘇州香山の還帯
禅寺、蘇州元山の廟を経由した。それぞれの廟に着くと、香客たちは元宝、蠟燭、線香の一部を
持ち、蠟燭と線香をあげ、元宝を焼き、廟に祀られたそれぞれの神の前で跪拝して終わり、午後
5 時頃に村に戻った。平台山の禹王廟はバスで行けないため、後日船で参りに行くことになる。
②楊姓の香頭（女、1945 年生まれ）は光福鎮の北部に位置する鎮湖鎮の農民出身である。
1980 年代から香頭になった。彼女には香客が大勢おり、様々な職業の人がいる。漁港村の 400
戸以上は楊の香客である。彼女によって組織された焼香活動は極めて多く、範囲も広い。普陀山・
五台山から、杭州、南京まで行ったこともある。香客が行かなくても、代わりに焼香することに
よって、経費を 1 年につき 4,000 ～ 7,000 元徴収する。その内訳は交通費、宿泊費、食費、線香・
蝋燭代、招いてきた宗教職能者に払う費用などである。
現在正月から 9 月までは禁漁期となっているが、漁民の殆どは禁漁期の規定に反して、5 月か
らエビをとり始める。楊香頭は正月から 3 月までの漁民の休み時間を有効に利用して漁民を組織
して焼香に行く。楊香頭の香客 J（女、1976 年生まれ）の焼香活動の日程表から見ると、この間
焼香活動がかなり頻繁に行われていることがわかる。
筆者は 2011 年旧暦 3 月 3 日（4 月 5 日）に楊によって組織された焼香活動を観察した。楊の
家のある農村には、近年新築さ
れた小さな名もない廟がある。
中に土地公、三官、観音、劉王
等が祀られている。旧暦の 3 月
3 日は三官（天官・地官・水官）
の誕生日と言われ、楊から連絡
があったため、一部の漁民は廟
に参りに行った。三官の前で祭
表 1　2011 年 1 月～ 3 月の焼香活動の日程表（旧暦）
焼香に行く日 焼香に行く場所（地名＋寺廟・道観名）
1 月 12 日 浙江省湖州市　興華廟
1 月 24 日 江蘇省無錫市　開元寺／江蘇省常州市　天寧寺
1 月 26 日 浙江省杭州市　白雀寺・霊隠寺
2 月 6 日 平台山　禹王廟
2 月？日（21） 江蘇省蘇州市穹隆山　上真観
3 月 3 日 江蘇省蘇州市鎮湖鎮にある無名の廟
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壇が設けられ、楊が招いた一座は祭壇の前で地方の伝統劇を演奏したり、歌ったりして「請神」
の儀礼を行った。香客は蝋燭や線香をあげて神を跪拝した。その後、楊の香客は近くにある楊の
家で食事会を行った。食事の時は、親族・友人同士が隣席に座り、他の香客との交流はなかった。
食後、彼らは楊と挨拶して、神に供えた縁起のいいお菓子を楊からもらって、再び廟に戻った。
その時、廟では酬神する伝統劇が演じられていた。香客は劇を楽しんでから「送神」に参加した
後に、再び神を跪拝して帰った。
香客は楊を高く評価している。楊の香客 J の家は姑が若い頃からずっと楊を香頭にして 30 年
以上経っている。J の実家の香頭も楊である。J の姉が 6 才の時、膝が痛くて歩けなくなったが、
楊に頼んで、膝をマッサージしてもらうと痛みがなくなったという。また、楊は、焼香や信仰活
動を行う際、有名な宗教職能者（一座、または下記の宣巻先生など）を招くことができるため、
他の香頭より能力があるとみなされている。そのため、香客 J の家は楊を信頼している。現在 1
年間の活動経費は 5,000 元だが、J はそれを高いとは考えていない。
しかし、楊の様々な儲ける行為に対して不満を持つ、楊の香客ではない漁民も多い。楊は近年
前の夫と復縁した時香客は 1 戸当たり何百元もの祝儀を贈った。また、彼女の誕生日、息子・娘
の結婚等の祝いでも祝儀が贈られた。以前漁民は現金ではなく、採った魚を贈っていた。しかし、
彼女はその量があまりに多く、食べられなかったため、それを地区の有力者に贈ったこともある。
このようにして、彼女は彼らとの関係を築いていった。彼女の復縁の祝いには、こうした地方の
有力者も出席した。彼女は仲の良い香客に、自分のネットワークで仕事を紹介したこともある。
彼女のやり方は他の香頭の模範ともなっている。ある香頭は農村で行う「庚申会」（22）を漁村
で宣伝し、一部の老婦人がそれに会費を出して庚申会を行った。庚申会は文字さえ知らない老婦
人たちが「阿弥陀仏」を唱えるだけのもので、漁民の信仰ではなく、現世利益のためにすぎない
と批判する漁民もいる。
（３）祝い事の賧老爺
①結婚
2011 年 3 月 30 日に、かつては漁業、現在は水産物の商売をする張家は結婚の賧老爺を行った。
以前は船で行ったが、現在は家で行っている。観音、太母、五相、五夫人、土地公等の神禡、供
え物を設置して、祭壇を設ける。太保先生（下記の王）は発符、請神、宴神、送神の手順で神歌
を歌う。行い方と神歌の内容は殆ど変っていない。「請神」と「宴神」の間に、家堂の軸が掛け
られる。それは家堂も神であり、「請神」によって家にきたとの考えからだ。その後、神禡が撤
去され、祖先を祀る。祖先を祀る時間はごくわずかで、家族たちは跪拝するだけである。
②船の新築
2011 年 4 月 8 日に陸家で運送船の新築の儀礼が行われた。70 年代まで漁業も行っていた陸家
は、現在運送船を操業している。船が新築された際の最も重要な儀式として、「定圓」と「釘喜釘」
がある。「定圓」は家屋が新築された際の棟上げ式に相当する。船が木造であった時、船の底に
ある板は最初に造った板として、船主と大工がその上に墨つぼで直線を引くという作業があった。
その線によって船の高さと幅が決められ、それに基づいて船が造られる。そして、「釘喜釘」という、
木造の船の船首に 4 つの穴が開けられて、穴の中に釘を打つ儀式が行われる。釘を打つ人の生年
の干支とその日・その時間の干支がぶつかってはならない。さもないと、病気にかかってしまう。
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また縁起が良い言葉を話しながら、釘を打たなくてはいけない。現在では鉄の船のため、船がで
きた後に、船の底の板に墨線を引く。船首の釘も造った際にすでに打たれているが、打つふりを
することが形式的に残されている。しかし本来の意味が分からなくなっていくと考えられる。
船が新築された後、かつては航行安全や大漁を願い太保先生を招いて神歌を歌い、賧老爺を
行っていた。陸家の主人の叔父は神歌ができる太保先生であるが、86 歳のため長時間は歌えない。
弟子の王がいるが、王は上手ではないと思われているため、楊香頭と話し合って農村で信仰活動
をしている宣巻先生を招いて賧老爺を行った。太保先生ならば、劉王、観音などの神歌を歌うが、
宣巻先生は観音巻だけを唱える。儀式が終わった後に、宣巻先生は 1 枚「南無観音大士」と書い
た赤い紙を船主に渡し、船首の操業室の高いところに貼ることを教えた。
儀式の全体において、楊香頭は監督のようにやり方を指示した。儀式を行う途中、楊は船首で
刀を持ち、刀のみねに元宝を載せて燃やした。燃やした元宝が刀に残ると、将来金銭が多く手に
入るというよい兆しを示す。陸家によると、楊は能力を持ち、このような方術に長けているとい
う。例えば、道中で蛇を見たり、鳥の糞が体に落ちたりして、何かがあると心配する時、楊に尋
ねると、方術を教えてもらえるのである。そして、未知の災難が解消できる。家を建てる時、魔
除けのため、入口のドアに何を掛けたらいいのかも楊に聞く。
以上のように、建国以前の信仰活動と比較して、現在の焼香活動は過去より広い範囲と高い頻
度で行われている。現在は太湖沿岸の地域神へ焼香に行くのみならず、遠い場所の観光地にも行
く。神を問わず、香頭の組織によって香港に焼香に行った人もいる。焼香活動からは香頭が大き
な役割を果たしていることが窺える。香頭が積極的に活動を行うため、人々はかつて行かなかっ
た遠い廟、農村にある廟にも焼香に行くようになった。また、船の新築の賧老爺ではかつて太保
先生が司会して神歌を歌う形で儀礼を行ったが、現在は農村で信仰活動を行う宣巻先生によって
宣巻が唱えられている。この宣巻先生も農村出身の香頭を通して招かれた。さらに、農村におけ
る庚申会という信仰も導入されてきている。香頭が漁民の信仰活動に大きな役割を果たしている
のに対して、太保先生の役割が少なくなっている傾向も見られる。結婚式の賧老爺の儀式はかつ
てと殆ど変わらないが、太保先生の高齢化や、跡継ぎの不在によって変わる可能性もある。
香客は信仰活動だけでなく、病気の際、不安な時なども香頭に尋ねる。香頭との関係は漁民に
とって日常生活における重要な人間関係となっている。このように、漁民はある香頭を選ぶと、
すべての信仰活動を香頭に頼ることになる。さらに、香頭と仲がよくなれば、就職のような困る
事も香頭と相談して助けを求めることになる。このような関係は 30 年以上も続く。香客の間の
関係に注目すると、蒋香頭の香客が殆ど親族・知人・友人であるのに対して、農村出身の楊香頭
の香客には農業、漁業に携わる人々、地元有力者など様々な職業や階層の人がいる。彼らは焼香
の時に集まるが、お互い交流はしない。そこに一体感は存在しないのである。かつてのような親
族関係で結合された香社のような組織は存在しない。従って、そこには香頭と香客の一対一の関
係が結ばれていると言える。
５．結論
以上、大型漁船漁民の建国以前の信仰活動の様子、建国以降の政策による信仰活動の停止、さ
らに改革開放以降の信仰活動の復活を通史的にまとめてきた。建国以前、漁民信仰には禹王信仰
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を代表とする太湖周辺の地方神を信仰する独自の信仰体系が存在した。しかし現在は自らの利害
のため、積極的に信仰活動を行う農村出身の香頭によって、農村社会における信仰が受け入れら
れ、従来の漁民信仰の特徴が失われ、信仰が再構築されてきたと言える。
ここで信仰活動の背後にある社会関係に注目したい。かつて大型漁船漁民は香社や一帯の 4 隻
の船を単位として信仰活動を行った。香社や 4 隻の船に属する人々は、互いに血縁関係を持つ漁
民が多かった。太田［太田 2007a; 2009］は小型漁船漁民が属した香社の分析を通して、小型漁
船漁民は移住する前の地縁的結合という特徴を持つと明らかにした。しかし、かつての在地の大
型漁船漁民の信仰活動から見ると、香社や一帯等の信仰組織は血縁関係で結ばれていることが特
徴である。宗教職能者の香頭や太保先生、僮子も家族の一員である。従って、小型漁船漁民と異
なり、建国以前の大型漁船漁民社会において漁民は父系親族集団を中心とした血縁関係で結合さ
れていたと言えるのではないだろうか。
しかし、建国以降の漁民の生産様式の変化と共に、政府の信仰活動に対する弾圧政策に加えて、
かつて存在した信仰組織も破壊され、宗教職能者も活動を停止せざるをえなかった。改革開放以
降、信仰活動に対する政策の緩和によって、漁民の信仰活動は再び盛んになった。この盛んになっ
た信仰活動の中で香頭は大きな役割を果たし、特に農村出身の香頭の関与が見られるようになっ
た。農村出身の香頭における香客は漁民だけではなく、様々な人々であり、彼らの間にその場そ
の時の信仰活動の他に、何らかの「共同性」を見出すことはできない。そこにあるのはむしろ香
頭と香客との個人的な関係である。
しかし、なぜ香頭による信仰活動が復活できたのか。生活がかつてよりはるかに豊かになった
漁民たちに、なぜ再び香頭が必要なのか。それは建国以降漁民の社会関係の変化に関わっている
と考えられる。建国以降香社のような信仰組織は解散させられ、一帯による生産様式もなくなり、
また改革開放以降兄弟を中心にした共同操業の生業形態も失われ、さらに核家族世帯として定住
するようになった。その一連の変化はかつてのような強い横の繫がりを弱めた。漁民が横の繫が
りに求めないものを香頭に求めることになり、香頭と香客の縦の結合が強まったと言えるのでは
ないだろうか。
以上のように、建国以降太湖流域の大型漁船漁民の信仰は、一時的に弾圧されたが、陸上定居
するようになってから、外部世界との接触が緊密になり、農村出身の香頭を介して漁民の生業に
特化した神への信仰からより一般的な神への信仰へのような、太湖沿岸を越える広範囲の信仰要
素が受け入れられ、再構築されてきている。このような信仰の再構築から、大型漁船漁民の社会
関係はかつての血縁関係による結合という特徴から各家と香頭との個人的な社会関係へと変容し
たことが明らかにされた。このような中で、漁民気質は徐々に失われ、陸地の社会へと融合して
いく傾向があると結論できるだろう。
註
（1） 中国の民俗学においては「民間信仰」という用語には明確な定義はない。研究者によって定義
に違いが見られる。林国平［林 2007］によると、中国では民間信仰に対する定義について、主
に 3 つの主張がある。1 つは民間信仰が教義、組織、伝教などを持たず、宗教と異なると主張する。
1 つは民間信仰が宗教である本質を強調する。もう 1 つは宗教以外のものはすべて民間信仰と見
なされ、明確な定義をしないことが研究の展開にいいという主張である。林国平によると、民
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間信仰は完備された教義、教規、戒律、教階制度、教団組織を持たず、非制度化、非組織化の
特徴を有する。本稿では、林国平の主張する完備された教義、教規、戒律、教階制度、教団組
織を持たないものを民間信仰と見なす。
（2） 建国以前、船で生活していた大型漁船漁民は長年太湖で漂泊しながら漁をしていたため、子供
が学校で勉強することはできなかった。そのため、数隻の大型漁船の漁民は連携して陸上の教
師を招き、船に泊り込ませて男の子に『百家姓』や『四書』などを教えた。しかし、実際に教
師を招くことのできる経済の余裕がある漁船は少数であったため、勉強できる子は少なかった。
するとしても 1 年から 2 年間しか続けられなかった。聞き書きによると、現在 45 歳以上の男性
は殆ど中卒以下である。
（3） 現段階で入手した大隊ごとの統計資料は未刊の『太湖鎮誌』による 1999 年の統計しかない。
（4） 中国の沿海部・河川・湖において、家屋を持って漁に従事する人、家屋を持たずに漁に従事し
ながら船上で生活する人、漁を中心に他の職業も兼業する人などはすべて漁民と呼ばれる。そ
の中で、漁に従事しながら家族で船に暮らす人々に対して、中国の档案では「連家船漁民」が
正式な言葉として使われている。
（5） 筆者が 2010 年 8 月、2011 年 3 月～ 4 月の期間中、蘇州市光福鎮漁港村で主に湖中大隊の蒋姓と
陸姓の漁民に対して調査を行った。
（6） 20 の社の状況については、陳俊才［陳 1992: 89-91］或いは日本語に翻訳した太田出［太田 
2007a: 203］が参照できる。
（7） 陳［陳 1992］によれば、「紅三教」に属する一部の香社は 1958 年大躍進の時期に解散させられ、
他の一部は 1961 年の「紅三教」に対する取り締まり運動によって解散させられた。
（8） 档案番号 0819-2-069「太湖紅三教の内情に関する報告」（関於太湖紅三教摸底情況報告）1964 年
（9） 民国時期、国民政府は民衆を「保甲制度」で組織した。10 戸を 1 甲として、10 甲を 1 保として、
「甲長」、「保長」をおき、相互監視と連座法を行った。それに対して、「水上保」は 100 戸の漁民、
或いは 100 隻船を 1 保として管理していたと考えられる。太田出［太田 2007b: 119］によると、
実際に 1 甲の漁民の戸数は 13 戸から 17 戸までである。
（10） 陳［陳 1995: 158］によると、冬になると、魚が大きくなり、豊漁になる。旧暦 10 月の初め頃、
最初に採られた大きい魚を禹王へ贈献するが、これを「献頭魚」という。
（11） 禹王は中国の歴史において最古の王朝夏の皇帝であり、大禹治水の伝説が伝えられている。太
湖流域の伝説において禹王は太湖まで治水をしており、太湖の氾濫も鎮圧した［陳 1992: 92］。
（12） 大型漁船ではおよそ 7 ～ 8 人の労働力が必要である。この場合船主の兄弟や親が 1 つの船で共
同で操業した。そのため、ここでの「家」は核家族世帯ではなく、多核家族世帯を指す。
（13） 上述の「早出利」、「接太保」、「過長年」と「焼路頭」は話者の発音に基づきつつ、陳［陳 1992］
の表記を参考にして決めた表記である。「春網利市」、「早得利」、「春長年」、「秋路頭」は話者の
発音をもとに筆者が推定した表記である。これらの言葉の正確な意味は調査した話者もはっき
りとは知っておらず、陳［陳 1992］も説明していないため、現段階では不詳である。
（14） 陳［陳 1992: 108］によると、漁船には「神軸」と「祖先軸」の両方があり、「祖先軸」の方を「家
堂」というが、話者は「神軸」の方を「家堂」と呼ぶ。
（15） 新郎新婦が天地を拝し、次に夫の両親を拝し、最後に互いに礼をするもの。
（16） 「青竜」、「白虎」、「玄武」、「朱雀」が書かれた占い道具を投げて、それの組み合わせによって占う。
（17） ここでいう「階級闘争」とは、生産手段を基準にして漁民の階級身分を分け、生産手段を所有
しない被支配階級の乗組員を動員して、生産手段を所有する支配階級の船主の行為を摘発する、
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などのことである。宗教職能者など社会主義改造を妨げる人も階級敵人と見なされる。
（18） 档案番号 H24-005-0003「呉県太湖公社の 4 つの大船大隊の社会主義改造に関する報告」1968 年
（19） 档案番号 H24-005-0003「蘇州地区における淡水漁撈の漁業戦線の階級闘争の報告」1968 年
（20） 档案番号 C21-002-0062-009「蘇漁公社の情況の報告」1968 年
（21） 話者の記憶が不確かなため、具体的な日時は不明である。
（22） 顧希佳［顧 2000: 32; 40］は浙江省海塩の農村における「賛神歌」儀礼の一種「祭天」の儀礼を
記述した。祭天は豊作のため村全員が参加する儀礼である。顧の記述では、祭天の儀礼は主に
村の庚申会に参加する婦女たちによって発起され、儀礼の最後に庚申会の婦女たちが「庚申経」
を唱える。ここから庚申会は農村における主に婦女たちの信仰組織であることが確認できる。
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